
令和２年度事業報告

新型コロナウイルス感染症の拡大により、私たちの生活様式は大きく変化しました。
青少年を取り巻く環境も臨時休校や分散授業の実施など感染症拡大防止のため、大きく変化
しました。また、多人数を集める講演会やイベントなどは、参加人数の縮小や開催の中止を
余儀なくされました。
このような状況の中で、今年度計画していた当協会事業につきましても、｢少年メッセー

ジ２０２０｣、｢リレー式次世代健全育成事業｣については実施方法の変更や参加人数の縮小
等により実施しましたが、令和３年１月に実施予定であったわかやま｢体験の風をおこそう｣
運動推進実行委員会主催の｢紀州っ子アドベンチャーフェスタ２０２１｣は、感染症拡大防止
を徹底して準備してきましたが、新型コロナウイルス感染症の急速な拡大により中止せざる
を得ない状況となりました。
一方、地域の高校生や大学生が中心となってオンラインによる体験事業を実施するなど、

新たな取り組みをはじめた年でもありました。
また、その他の既存事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大防止を徹底す

るとともに、県・市町村・各青少年団体等と連携を図りながら可能な限り事業を実施し、青
少年の健全育成の強化を図ってまいりました。

１ 「地域の育成力」の強化と推進体制づくり

（１）地域推進体制強化事業
地域社会の大人の一人ひとりが、青少年の育成に関心を持ち、青少年と交流を深め、

青少年を見守り育んでいく「地域の育成力」の強化と体制づくりを推進しました。

① 市町村民会議等との連携
各市町村を訪問し、意見交換や情報収集等を行うことによりネットワークづくりを

推進し、協会事業の円滑な推進と育成活動の充実を図りました。

② 市町村民会議等への支援事業
地域の子供は地域が育てることを促進するため、県内３０市町村にある市町村民会

議などが実施する青少年の健全育成にかかる事業に補助しました。
➢市町村民会議等支援事業 ３団体 ９０千円

③ 青少年育成推進委員会の運営
各地域で県民運動を推進する青少年育成県民運動推進委員との連携を図るため青少

年育成推進委員会連絡協議会理事会を開催しました。また、推進委員の資質向上を目
的とした研修会については、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催を見送り
ました。

【青少年育成推進委員会連絡協議会理事会】
第１回：令和２年９月１日(火)

和歌山県勤労福祉会館３階 会議室１・２・３
➢ 令和元年度事業報告について
➢ 令和２年度事業計画経過報告及び今後の計画について
➢ 令和２年度子供・若者育成支援県民大会について など

第２回：令和３年２月２３日(祝・火)
和歌山県勤労福祉会館プラザホープ３階特別会議室

➢ 令和２年度事業経過報告について
➢ 令和３年度取り組み（案）について
➢ 青少年育成指導者関係研修会の開催について など



④ 地方推進委員連絡協議会事業への助成
県内８地方の推進委員会連絡協議会の活動及び青少年育成県民運動推進委員に活動

費を助成し、地域における県民運動の展開、地域の育成力の強化を図りました。

対 象 補 助 額
青少年育成推進委員会連絡協議会活動事業補助
各地方青少年育成県民運動推進委員活動補助 ９８０千円

（２）青少年育成県民運動推進事業
青少年育成県民運動のより一層の推進のため、各種啓発事業を実施し、青少年の健全

育成に対する県民の理解が深まるよう取り組みました。

① 子供・若者育成支援県民大会の開催（県との共催事業）
１１月の「子供・若者育成支援強調月間」において、家庭・地域・学校・職場・行

政等が一体となった青少年育成県民運動の気運の高揚と県民の理解を促すため開催し
ました。

開 催 日 場 所 内 容
➢ (公社)和歌山県青少年育成協会会長表彰授与
・会長表彰 個人（青少年健全育成関係）： 9名

団体（青少年健全育成関係）： 2団体
個人（善行青少年関係） ：12名

➢ 少年メッセージ２０２０金賞受賞者表彰
令和2年10月24日(土) ホール田園 ➢ 「家庭の日」絵画ｺﾝｸｰﾙ優秀作品表彰

(紀の川市) ➢ 青少年健全育成巡回活動隊への知事ﾒｯｾｰｼﾞ伝達式
➢ 少年メッセージ２０２０金賞受賞者発表
➢ 講演

｢コロナ禍における和歌山県の青少年のネット状況
について考える｣

特定非営利活動法人和歌山IT教育機構
佐々木 哲 氏

② 「夏の子供を守る運動」（７月１日～８月３１日）の推進（県との共催事業）
夏場における青少年の非行防止や犯罪被害防止、水の事故防止の啓発活動等を実

施している関係団体に啓発用物資（ポケットティシュ）を支援しました。
【啓発物品の配布など】
実施日 令和２年７月２３日（祝・木）
場 所 イオンモール和歌山 パステル等が配布

（３）「少年メッセージ２０２０」和歌山県大会の開催
今を生きる中学生が何を考え、何を社会に対して訴えたいのか、また、これから

どのようなことをしていきたいのかをテーマにした作文を募集しました。
例年は、各地方から推薦された１８名の作文発表大会を実施していましたが、今

年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、書類による作文審査会を実施
し、金賞等を決定しました。
なお、金賞は楠瀨心美さん（有田市立箕島中学校２年）が受賞し、全国大会へ推

薦し、努力賞を受賞しました。

作文審査会日 会 場 県内中学生 応募者数 応募率

令和2年9月8日(火) 和歌山ビッグ愛９階Ｂ会議室 (和歌山市) 23,633名 9,850名 約41.7%

(県内中学生数は、令和２年度学校基本調査より)



（４） リレー式次世代健全育成事業の実施（県委託事業）
青少年自身が地域の青少年を育成するリレー式次世代健全育成事業を通じて、次

代を担う青少年育成の循環システムの構築に取り組み、地域における健全育成の体
制づくりと育成力の強化を図りました。

① 地域の育成力強化ワークショップ
地域での青少年育成システム体制づくりを構築するためのワークショップを実施し

ました。
➢和歌山市３回、御坊市６回、美浜町１回、すさみ町１回、新宮市９回

（３市２町２０回 ６団体）

② 子供の主体性を育てる活動支援
定期的に活動を実施し、子供の主体性を育てる活動に取り組んでいる団体に支援を

行いました。
➢有田地方、日高町、西牟婁地方 計 ３地域

③ 地域ユース・ジュニアリーダー養成研修（キャンプ）【中級】
地域の核となるジュニアリーダーを養成し、地域活動を活発化させるため下記の施

設で（前期、後期）６回実施しました。
なお、今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため宿泊研修でなく、日帰り

研修で実施しました。

開 催 場 所 開 催 日 参 加 数 合 計 年間合計
小学生 中学生

紀北青少年の家 前 期 9.26(日) １４ ４ １８
10.10(土）※1 ― ― 中止

後 期 3.13(土） ６ ４ １０
3.14(日） ９ ３ １２ ４０

白崎青少年の家 前 期 9.19(土) ５ ３ ８
9.20(日） ８ ５ １３

後 期 3.25(木）※2 ― ― 中止
3.29(月) ７ １ ８ ２９

潮岬青少年の家 前期 10 .3(土) ※3 ― ― 中止
10. 4(日）※3 ― ― 中止

後 期 3.21(日）※4 ― ― 中止 ０
合 計 前 期 ２７ １２ ３９

後 期 ２２ ８ ３０ ６９
年 間 合 計 前期＋後期 ４９ ２０ ６９ ６９
※１：前期１０月１０日(土)に実施予定であった紀北青少年の家は台風接近のため中止
※２：後期３月２５日(木)に実施予定であった白崎青少年の家は応募者少数（２名）の

ため中止
※３：前期１０月３日(土)、４日(日)に実施予定であった潮岬青少年の家は応募者少数

（３日３名、４日４名）のため中止
※４：後期３月２１日(日)に実施予定であった潮岬青少年の家は応募者少数（２名）の

ため中止

④ 地域ユース・ジュニアリーダー養成研修（キャンプ）【上級】
リレ－式次世代健全育成事業「地域ユース・ジュニアリ－ダ－養成キャンプ（中級研
修）修了者及び各地域のジュニアリ－ダ－の企画力、実行力、指導力などを養うため、
研修会を開催しました。
➢開催日：令和２年８月１２日（水）
➢場 所：県立潮岬青少年の家（串本町）
➢参加者：１０名
※５月に白崎青少年の家で開催を予定していた標記キャンプは新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため中止となりました。



⑤ 地域の育成力を考えるフォーラム
地域が一体となり、子供・若者を育成していく仕組みづくりに向けて青少年育成関

係者の機運の醸成と今後の取り組みについて考えるフォーラムは、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため中止となりました。

⑥ 和歌山県ユースリーダーズクラブパステル運営
リレー式次世代健全育成事業等の運営補助を通して、資質・能力等を研鑽するなど、

会員相互のスキルアップや会員指導を行い、また、様々な地域活動に参画を図り、次
代を担う青少年リーダーの育成に努めました。
➢発 足：平成２３年１月５日
➢会員数：１６８名（令和３年３月末）
【パステルの主な事業】

◯毎月の定例会開催
７月 夏の子供を守る運動啓発活動
８月 地域ユース・ジュニアリーダー養成研修（キャンプ）【上級】
９月 地域ユース・ジュニアリーダー養成研修（キャンプ）【中級】

（紀北・白崎青少年の家）
10月 和歌山城清掃活動

和歌浦エコツアー
紀州東照宮付近での自然散策・片男波海水浴場での地引き網など
参加者：小学生参加者２３名

11月 しらす祭りブース出展
かつらぎ町ジュニアリーダーとの親睦交流

３月 地域ユース・ジュニアリーダー養成研修（キャンプ）【中級】
（紀北・白崎青少年の家）

２ 青少年活動の推進と居場所づくり

（１） 各青少年団体等への支援
各青少年団体が活動を強化できる環境を推進するため、下記のとおり各種補助金等

の交付により青少年団体への支援を行いました。

① 青少年リーダー活動支援事業
リレー式次世代健全育成事業で育成した青少年リーダーが、主体的に企画・運営等

参画できる機会が確保されている民間団体等が実施する事業に支援しました。
（２団体） １４０千円

② 青少年団体活動支援事業
青少年団体活動の活性化のため、団体が実施する様々な青少年健全育成事業に対し

支援しました。
（２団体） ５００千円

③ わかやま青少年パワ－アップ支援事業
青少年団体などが主体となって実施し、会員の資質向上につながる事業等に対して

支援をしました。 （５団体） ８５０千円

④ 青少年育成アドバイザー会に対する支援
青少年の健全育成を目的とするアドバイザー会の活動を支援しました。

（２） 青少年育成情報発信事業
各種の青少年団体や育成協会の情報を様々な媒体で効果的に発信することで、青少

年活動への参加や交流のきっかけづくりに取り組みました。

① 機関誌「やまびこ」の発行
様々な角度から協会事業や各地方での取組等を紹介し、青少年健全育成事業の理解

や参加を促進しました。

② 協会ホームページの運営管理
協会事業をはじめ青少年の育成に関する有益な情報を多くの方に提供しました。



（３） 「家庭の日」運動の推進事業
毎月第３日曜日を「家庭の日」と定め、家族全員が家族のふれあいの大切さなどを

再認識するため、各種事業を実施し、明るい家庭づくりの推進と絆づくりに取り組み
ました。

① 「家族そろって新入生」啓発パンフレットの作成
小学校入学前の子供を持つ保護者を対象として、家庭での教育やしつけに関するこ

となどを中心に、保護者と子供を応援するためのパンフレット10,000部を作成し、幼
稚園、保育所、子ども園等を通じて配布し、子育てを支援しました。

② 家庭の日絵画作品募集事業
家族をテーマにした絵画を募集し、作品に表現された「ふれあいとやすらぎ」のあ

る家庭像をもって、家族や家庭の大切さについて改めて県民の理解を得るための啓発
活動を行いました。
➢応募総数：２２９点
➢入賞作品：１０点（うち優秀作品：ファミリ－賞１点、やすらぎ賞１点、ふれあい賞１点）

入賞作品は、協会カレンダー及びホームページ等に掲載しました。

（４） 青少年活動センタ－活性化事業（県委託事業）
和歌山県青少年活動センタ－において、青少年の健全な育成を図り、青少年活動に

関する交流を推進し、県内の青少年団体等の指導者を育成することを目的に実施しま
した。
➢事 業 数：１１回
➢事業内容：親子サイエンス（科学）教室３回、親子木工体験教室３回

親子ドローン体験教室２回、親子防災クラフト工作体験教室２回
｢日本書紀編纂1300年｣記念講演会

➢参加者数：２８９名

(５) わかやま｢体験の風をおこそう｣運動推進実行委員会への支援
(地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動推進事業【国立青少年教育振興機構
受託事業】への支援)
近年、子供の健やかな成長に必要な自然体験・社会体験などが減少していることか

ら、子供達に様々な体験が出来る場の提供を行い、地域ぐるみで「体験の風をおこそ
う」運動の推進を図る予定でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため多く
の事業が中止になりました。

① 紀州っ子アドベンチャーフェスタ２０２１
青少年育成団体等と連携を図りながら、青少年に対して体験活動の場を提供すると

ともに、青少年育成団体への活動促進について取り組む準備をしてきたが、新型コロ
ナウイルス感染症の急速な拡大のため中止しました。
➢実施日：令和３年１月１１日(祝・月)
➢場 所：和歌山ビッグ愛・和歌山ビッグウエーブ
➢内 容：木工・科学などの各種体験教室、国際交流コーナー

参加団体の活動紹介 など

② 各地方における地域体験交流事業
市町村の枠を超え、県内各地方で行政・青少年育成団体・青少年の家、学校、民間

団体等が連携を図りながら、それぞれの特色を活かした体験活動を促進しました。

(ア) 海草地方：カヌー、陶芸、蒔絵体験など３事業計画（１０月～１２月）
ⅰ 親子カヌー体験：令和２年１０月１７日(土)

浜の宮ビーチ
→１４組２８人が参加予定であったが、雨天のため中止

(１５０組の応募)
ⅱ 親子陶芸体験 ：令和２年１１月１４日(土)

海南市住民センター
→１９組４２人が参加 (１４７組の応募)

ⅲ 親子蒔絵体験 ：令和２年１２月１９日(土)
紀州漆器伝統産業会館 うるわし館



→１５組３０人が参加予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡散
防止のため中止 (１７７組の応募)

(イ) 西牟婁地方：｢木の国わかやま木育フェスタ｣開催
→紀州材を使った様々な体験イベントを予定していたが、新型コロナウイ
ルス感染症拡散防止のため中止
他事業でオンラインによる動画配信で木工体験教室を実施

(ウ) 東牟婁地方：｢おもしろらんど夏祭り｣にブース出展
→カヌー疑似体験、工作教室等体験イベントを予定していたが新型コロナ
ウイルス感染症拡散防止のため中止

③ 啓発活動
｢体験の風をおこそう｣運動推進事業や子供・若者育成支援県民大会等で、啓発チラ

シを配布し、標記事業の周知を図りました。

３ 協会の体制と財政基盤の充実強化

青少年問題は大人社会の鏡であるという認識のもと、地域の大人一人ひとりが青少年
を育成する自覚を持って青少年に模範を示し、地域における人と人とのつながりや地域
社会と関わることの大切さを再認識できる地域づくりを推進しました。
そのため、和歌山県と連携し、各市町村民会議や各関係団体と協働して健全育成活動

を推進することで、新型コロナウイルス感染症が拡大するなか、可能な限り効果的に事
業を実施し、青少年育成県民運動に積極的に取り組み、カレンダー、啓発用パンフレッ
トを作成・配付することにより、当協会が県民に青少年の健全育成に取り組んでいるこ
とをＰＲするとともに、関係団体との連携を深めてまいりました。
また、当協会の設立趣旨に賛同していただける新規会員の加入促進を図り、財政基盤

の充実を図るとともに、効率的な事業運営に努めました。

＊ 会員数は、各年度の３月３１日現在
＊ 会費収入は、各年度の決算時現在
＊ 増減は、令和元年度（昨年度）比較

年度
正会員 賛助

会員
合計

会費収入
合計

個人 団体 計 正会員 賛助会員

平成２９ ４６８ １１４ ５８２ １６６ ７４８ 1,388,000 1,800,000 3,138,000

平成３０ ４４６ １１５ ５６１ １８４ ７４５ 1,284,000 1,900,000 3,184,000

令和元 ４２５ １１３ ５３８ １８３ ７２１ 1,265,000 1,880,000 3,145,000

令和２ ３９６ １１３ ５０９ １７８ ６８７ 1,263,000 1,870,000 3,133,000

増減 　▲２９ ― ▲２９ ▲５ ▲３４ ▲2,000 ▲10,000 ▲12,000



４ 協会組織・運営等

（１） 通常総会
➢開催日：令和２年６月３０日(火)
➢場 所：和歌山県勤労福祉会館プラザホープ ４階ホール
➢議 題：第１号報告・・令和元年度事業報告について

第１号議案・・令和元年度収支決算報告及び監査報告について
第２号報告・・令和２年度事業計画及び収支予算について
第２号議案・・役員の選任について

（２） 理事会

第１回
➢開催日：令和２年５月１８日(月)

上記日程で予定していたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め書面決議に変更

➢議 題：
◎令和２年度通常総会に提案する議案等について
・令和元年度事業報告について
・令和元年度収支決算報告及び監査報告について
・令和２年度事業計画及び収支予算について

◎役員の選任について
◎通常総会について
◎顧問の選任について など

第２回
➢開催日：令和２年９月７日(月)
➢場 所：和歌山ビッグ愛１階 展示ホール
➢議 題：

◎令和２年度事業経過報告及び今後の計画について
◎令和２年度子供・若者育成支援県民大会について
◎子供・若者育成支援県民大会における会長表彰の承認について

など

第３回
➢開催日：令和３年３月２６日(金)
➢場 所：和歌山ビッグ愛１階 展示ホール
➢議 題：

◎令和２年度事業経過報告及び収支予算（案）について
◎令和３年度事業計画（案）及び収支予算（案）について
◎会長、常務理事の職務執行状況について

など




